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女
性
は

       
も
っ
と
輝
け
る
！

　

２
０
１
０
年
、
総
務
省
「
労
働
力
調
査
」

に
よ
る
と
、
労
働
力
人
口
は
６
５
９
０
万

人
。
男
性
が
３
８
２
２
万
人
で
、
女
性
が

２
７
６
８
万
人
、
女
性
の
占
め
る
割
合
は

42
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。　
　

 　
　
　
　

  

　

女
性
の
社
会
参
加
が
進
み
、
育
児
・
介
護

休
暇
な
ど
の
制
度
や
職
場
環
境
も
整
い
つ
つ

あ
り
ま
す
。
共
働
き
の
世
帯
も
過
去
最
多
と

な
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

仕
事
と
生
活
の
両
立
は
、
仕
事
と
生
活
の

二
者
択
一
で
は
な
く
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ

て
「
仕
事
」
と
、
子
育
て
・
介
護
・
地
域
活

動
等
の
「
仕
事
以
外
の
生
活
」
の
調
和
が
は

か
れ
る
状
態
で
す
。
望
ま
し
い
バ
ラ
ン
ス

は
、
人
に
よ
っ
て
違
い
、
青
年
期
・
子
育
て

期
・
中
高
年
期
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
よ
っ
て
も
変
化
し
ま
す
。

　

女
性
の
多
く
は
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
た
柔
軟
な
働
き
方
を
望
ん
で
い
ま
す
。
子

ど
も
が
小
さ
な
時
期
は
、
長
時
間
労
働
は
控

え
、「
家
事
・
育
児
」
に
専
念
し
た
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
が
大
き
く

　
仕
事
と
生
活
の
両
立
、
希
望
と
現
実

な
る
と
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
こ
と
を
希
望

す
る
人
が
増
え
ま
す
。
し
か
し
、
現
状
は
仕

事
を
続
け
た
く
て
も
生
活
と
の
両
立
が
難
し

く
妊
娠
や
出
産
を
機
に
退
職
、
子
ど
も
が
育

つ
に
つ
れ
正
社
員
を
希
望
し
て
も
、パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
・
派
遣
な
ど
の
非
正
規
社
員
で

短
時
間
勤
務
と
い
う
働
き
方
に
集
中
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
男
性
も
「
仕
事
と
生
活
の
両
方
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
優
先
し
た
い
」
と
思
う
も
の
の

現
実
は
仕
事
に
追
わ
れ
、
家
族
と
楽
し
む
時

間
が
持
て
な
い
、
育
児
な
ど
に
関
わ
れ
な
い

地
域
活
動
に
参
加
で
き
な
い
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

男
女
と
も
、
仕
事
と
生
活
の
両
立
を
望
ん

で
は
い
ま
す
が
、
希
望
と
現
実
に
は
大
き
な

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
は
、
少
子
高
齢
化
社
会
へ
と
急
速
に

進
ん
で
い
ま
す
。
人
口
減
少
に
よ
り
、
働
き

手
の
不
足
が
推
測
さ
れ
る
な
か
、
企
業
や
組

織
に
と
っ
て
、
優
秀
な
人
材
が
途
中
で
離
職

し
て
し
ま
う
こ
と
は
、大
き
な
痛
手
と
な
り
、

そ
の
補
充
も
す
ぐ
に
は
、
難
し
い
状
況
が
あ

り
ま
す
。
継
続
的
に
優
秀
な
人
材
を
確
保
す

る
こ
と
は
、
企
業
に
と
っ
て
持
続
的
な
成
長

の
価
値
を
上
げ
、
生
活
に
余
裕
を
生
み
出
し

ま
す
。
働
き
な
が
ら
興
味
の
あ
る
資
格
を
取

る
な
ど
キ
ャ
リ
ア
を
積
む
こ
と
が
で
き
、
自

ら
の
望
む
バ
ラ
ン
ス
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

企
業
に
お
い
て
は
、
次
世
代
育
成
支
援
対

策
推
進
法
に
も
と
づ
き
、
一
般
事
業
主
行
動

計
画
を
策
定
し
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計

画
は
、
従
業
員
の
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を

を
す
る
た
め
の
鍵
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

男
女
と
も
に
子
育

て
や
介
護
を
し
な
が

ら
働
き
続
け
る
こ
と

の
で
き
る
社
会
を
目

指
し
て
、
育
児
・
介

護
休
業
法
も
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
子
育

て
中
の
短
時
間
勤
務

や
子
の
看
護
休
暇
の

充
実
、
父
親
の
育
児

休
業
の
取
得
促
進
な

ど
で
す
。

　

制
度
は
整
っ
て
き

て
い
る
中
で
、
女
性

が
仕
事
を
続
け
、
能

力
を
発
揮
さ
せ
る
た

め
に
は
、
積
極
的
な

情
報
の
収
集
と
男
女

と
も
意
識
の
改
革
が
必
要
で
す
。

　

仕
事
と
育
児
・
介
護
と
の
両
立
支
援
や
再

就
職
の
準
備
に
役
立
つ
情
報
は
、
内
閣
府
、

21
世
紀
職
業
財
団
、
マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
な
ど
で
入
手
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、普
段
か
ら
仕
事
の
効
率
化
に
向
け
、

業
務
の
引
継
ぎ
が
可
能
と
な
る
よ
う
改
善
を

実
施
し
て
い
く
こ
と
は
、
労
働
時
間
あ
た
り
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出展：女性労働の分析2010年　財団法人21世紀職業財団発行

　女性の年齢階級による就
業率は、30～34歳で一番低
くなる傾向があり、世帯属性
（子どもの有無、末子の年
齢）によってもかなり開きが
あることが分かります。
　内閣府では、女性の就業
率向上に向け、25歳から44
歳までの女性の就業率を
「2020年までに73％」とする
目標をかかげています。
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女
性
の
活
躍
は
社
会
成
長
の
鍵


